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みなさんこんにちは。
今⽇は、病院内のトイレ表⽰についてのご案内です。

トイレ表⽰
久留⽶⼤学病院では、全ての病棟を含め、院内53ヶ所に
「だれでもトイレ」を設置しました。
多⽬的トイレの表⽰を「だれでもトイレ」に変更し、表⽰
マークはデザイナーさんにお願いして作ってもらいました。
こちらがそのデザインです︕︕

とても素敵なデザインです︕︕
時間がかかってしまいましたが、
頑張ってきた甲斐がありましたね。

私たちの活動がひとつ形になって、
私たちも楽しくなってきました︕

ひとことで「トイレ表⽰」と⾔っても、考えることが
多くてとても勉強になりました
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トイレ
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A 案の色違いです。
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All genderの表記だけでなく、オストメイト対応トイレや
おむつ交換台のあるトイレの表⽰についても検討しました。
「だれでもトイレ」の意味を考えな直す機会になってよ
かったです︕

オストメイト対応トイレとは、⼈⼯肛⾨や⼈⼯膀胱をも
つ⼈（＝オストメイト）が安⼼して使えるように⼯夫さ
れたトイレのことです。流し台やシャワーがついていて、
作業しやすいように広めに設計されています。



LGBTQ+⽀援ワーキンググループはまだ始まったばかりです。
お気づきのことやご意⾒などありましたら、こちらのQRコードからご
意⾒をお寄せください。患者さんや⾊々な部署の職員さんからのご意⾒
もお待ちしています。みんなで⼀緒に考えていきましょう。

現在ワーキンググループで取り組んでいることを少しだけ
紹介します。

トイレ表示

僕たちは、多目的トイレの表示を「みんなのトイレ」に
できないか調整しています！

どんなことに気をつけていますか？

今までの表示と変わることで、患者さんが
困らないように気をつけています。

レインボーを主張しすぎない方がみんなが使いや
すいのではないかと考えています！

制度のこと

私たちは患者さんの治療に関わるキーパーソンや同意者
についての制度を整える活動を始めました。

活動を始めたら嬉しい気づきがあったのですよね？

そうなんです。私たちもちゃんと認識できてなかったの
ですが、久留米大学ではすでに制度が整っていたのです。
嬉しくて、早くみんなに知らせたい！と思いました。

※【久留米大学病院 インフォームド・コンセントに関する細則 第3条第11号】
代諾者は原則として家族、代理人、患者の利益擁護者等とし、続柄及びその理由を記載する。

LGBTQ+支援ワーキンググループはまだ始まったばかりです。
お気づきのことやご意見などありましたら、こちらのQR
コードからご意見をお寄せください。患者さんや色々な部署
の職員さんからのご意見もお待ちしています。みんなで一緒
に考えていきましょう。

※トイレ表示の変更に向けて調整を続けています。変更できましたら、「にじのまどぐち」を
通じてお知らせいたします。

だれでもトイレの
設置場所

総合診療棟1階 総合診療棟２階

総合診療棟3階

病院北館
放射線腫瘍センターへ

総合診療棟へ

病院本館3階

※3階トイレにはオストメイト・おむつ交換
台も設置しています。
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※1階⼩児科トイレにはおむつ交換台を
設置しています。


